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崖面に残る工具あとと
線刻文字「文」

堀川には中間、寿命、のほかに3
か所の井堰がありました。井堰
は堀川16ヶ村のかんがい用水
を確保するとともに“川ひらた”
の航行にも利用されました。

堀川開削工事の経過と、その
工事を指揮した一田久作の
功績が記されています。

新堀川（流れはなく工業用水が
パイプ送水されている）
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堀川の開削工事の中で一番の難所といわれた
ところです。かたい岩山を削っていく工事は、す
べて人の力で行われました。今でも崖面にのこ
るタガネなどの工具あとを見ることができます。
平成17年の調査では、線刻文字も発見されてい
ます。

ち ずほり せきし

堀川の取水口づくりの候補地だったところで
す。地盤が弱かったため、中間の惣社山に移
され、今は石材だけがのこされています。
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。
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